
「ＳＮＳで実行犯を募集する手口による強盗や特殊詐欺事案に関する緊急対策プラン」
に基づく総務省の施策の進捗状況

 青少年をアルバイト感覚で犯罪に加担させない教育・啓発
• 『インターネットトラブル事例集2023年版』に「闇バイト」等に関する注意喚起を掲載。教育委員会、
ＰＴＡ等の関係機関に周知して教育・啓発。（３月）

 050アプリ電話の契約時の本人確認の義務化
• 特殊詐欺への悪用が特に多く確認されている「050アプリ電話」について、
契約時の本人確認を義務化する制度改正を準備。【総務省令の改正】

• 悪質な電話転送事業者が保有する固定電話番号等（在庫電話番号）の利用を
一括して制限するスキームの改正を準備。【業界団体への要請文書の改正】

 悪質な電話転送事業者の在庫電話番号の一括利用制限

• 本人確認書類の券面の偽変造による不正契約を防ぐ観点から、携帯電話の契約時の本人確認における
マイナンバーカードの公的個人認証の活用に向け、業界団体との協議を実施。

 携帯電話の契約時の本人確認におけるマイナンバーカードの活用

 ナンバーディスプレイ等の普及拡大
• 高齢者が悪質電話に出ないようにする観点から、総務省からNTT東西に対し、ナンバーディスプレイ等の
普及拡大について要請。これを踏まえ、NTT東西において、ナンバーディスプレイ等の無償化を実施。（５月）

既に実行に移した施策

準備・検討を進めている施策

• SMS機能付きデータSIMの悪用の実態について、携帯電話キャリアやSMS配信事業者に対して調査を実施。
悪用の実態の分析結果を踏まえて対策を検討。

 SMS機能付きデータ通信専用SIMカードの悪用対策
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